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開業のよろこびは

『バンザイ！』一万回で！

　3月22日、ほくほく線が遂に開業。前夜祭の

ちょうちん行列は喜びに沸く町民が1600人近く

集まり、役場からまつだい駅まで「バンザイJ

のかけ声で行進。どの顔もみんな笑顔、松代町

の新しい時代の幕開けを感じさせます。
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平
成
九
年
三
月
二
十
二
日
、
悲
願

と
も
い
う
べ
き
『
ほ
く
ほ
く
線
』
が

つ
い
に
開
業
し
ま
し
た
。

　
「
陸
の
孤
島
」
と
い
う
汚
名
を
返

上
す
べ
く
努
力
を
続
け
た
松
代
町
。

開
業
の
喜
び
は
沿
線
随
一
と
皆
さ
ん

が
自
負
し
て
い
ま
す
。

　
町
民
総
出
の
歴
史
的
な
二
日
間
。

開
業
前
夜
か
ら
の
様
子
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

▲雪景色も美しい大花火大会
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松
代
町
は
、
　
「
ほ
く
ほ
く
線
発
祥

の
地
」
と
い
う
こ
と
で
、
沿
線
地
域

の
中
で
も
マ
ス
コ
ミ
が
特
に
注
目
し

た
町
と
な
り
、
駅
構
内
や
式
典
会
場

に
は
ビ
デ
オ
の
三
脚
が
立
ち
並
び
、

足
の
踏
み
場
も
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　
前
夜
祭
を
計
画
し
た
の
は
松
代
町

だ
け
で
「
熱
の
入
れ
よ
う
が
違
い
ま

す
ね
」
と
各
新
聞
社
は
軒
並
み
評
価

し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
町
民
の

皆
様
も
こ
れ
に
応
え
る
か
の
よ
う
に

二
時
間
も
前
か
ら
並
ん
で
い
る
方
も

見
受
け
ら
れ
、
開
業
の
喜
び
が
手
に

取
る
よ
う
に
分
か
り
ま
す
。

　
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
の
出
発
は
七
時

で
す
が
、
用
意
し
た
千
個
の
提
灯
は

す
ぐ
に
な
く
な
り
手
旗
を
も
っ
て
の

参
加
者
も
多
数
お
ら
れ
ま
し
た
。
出

発
直
前
に
は
人
が
あ
ふ
れ
、
先
頭
は

第
四
銀
行
前
に
移
動
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
　
「
夜
な
の
に
こ
ん
な
に

人
が
集
ま
る
も
の
な
の
か
な
あ
」
と

皆
さ
ん
が
驚
き
ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
出
発
し
ま
す
。
駅
ま

で
万
歳
の
ご
唱
和
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
提
灯
を
持
っ
た
手
は
火
災
の

危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
上
げ
な
い
で

空
い
て
い
る
手
で
お
願
い
し
ま
す
」

▼おじいさんに肩車、遠くまで見える…

佼
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▲先覚者のご・子息、柳久義さん

市川明治さんも行進に…

iほくほく線
§
！
ミ

i開業までのあゆみ①
聖
き
し

i1931年（昭和6年）
旨
1　松代の柳常次（半兵衛）さん
ミ

i市川庄一郎（松本屋）さんは、
ミ

1冬にはまったく役に立たない自
ミ

1動車に代わる「鉄道」の重要さ
ヨ

i大切さ、必要性を痛感し、鉄道
ヨ

i建設運動を始めました。

i1932年（昭和7年）
ミ
ほ

1　浦川原村の軽便鉄道に接続す
ミ

iる「東頸城縦貫鉄道設置」を大
ミ

1島村の武田徳三郎代議士等の協
巨

1力を得て時の帝国議会に請願。
ヨ

i1935年（昭和10年）
し

i　直江津と南魚沼上越線を結ぶ
ミ
し

i　「北越鉄道敷設に関する請願」
ヒ

iが市川新十郎、柳常次、市川庄
ミ

i一郎氏により国会に提出。
ミ

11936年（昭和11年）
ミ

1　帝国議会衆議院で請願が採択
ilほくほく線開業の起源はここに
ミ

iあり、松代町が『ほくほく線発
き
じ

i祥の地』といわれる由縁ともな
ミ

iります。町の大きな誇りです。
ミ

i1950年（昭和25年9月3日）
ミ

i　高田市、東・中・西頸城、中
じ

1南魚沼の一市五郡を区域とする
ミ

i　「北陸上越連絡鉄道（上越西線
し

i期成同盟）」発会式。以来、越後
ミ
し

1湯沢と六日町に接続するルート
ミ

iの不幸な南北戦争が続く。
ミ

11963年（昭和38年6月27日）
ミ

i　従来の期成同盟会を発展的に
き

1解消。路線名を新たに「北陸鉄
ミ

i道」とし「北陸線連合期成同盟
ミ

i会」が発足。
ミ
じ

i1968年（昭和43年4月20日）
ミ

！　六日町～十日町間起工式
ミ

1　　　　　　　（六日町にて）
ヨ

11973年（昭和48年8月10日）
ミ

1　十日町～犀潟間起工式
ミ

1　　（松代、鉄道公団敷地にて）
ミ

i同年11月、松代鉄道建設所開所ミ
じ

i1974年（昭和49年1月）
ミ

i　十日町高架橋完成
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　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　セ　　　　　　　　　　ミ　　ホ　　　　　　　1
　　　ツ　　　　　　　　　　 ！

　　　　　　　　　　ロ　　　ク　　　　　　　1
　　　　　　　　　　じ　　　ン　　　　　　　　 1
　　　　　　　　　　ロ　・鍵．・　　　　　　　　！
　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　！　　　　　　　　　　薯　　　　　　　　　　ミ

　　　　　　　　　　旨
1975年（昭和50年6月）　　　　i

　　　　　　　　　　ミ薬師峠トンネル・鍋立山トン　i

　　　　　　　　　　ミネル工事着手。　　　　　　　　l

　　　　　　　　　　i同年12月十日町トンネル完成　1
　　　　　　　　　　こ1976年（昭和51年1月）　　　　i

　　　　　　　　　　ヒ赤倉トンネル貫通　　　　　　1

　　　　　　　　　　ミ1978年（昭和53年6月）　　　　1
　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　こ薬師峠トンネル貫通　　　　　i
　　　　　　　　　　ミ1980年（昭和55年12月）　　　　i

　　　　　　　　　　ミ国鉄再建法に伴い、建設予算　1
　　　　　　　　　　§凍結。工事が中断する。　　　　1

　　　　　　　　　　こ1984年（昭和59年8月27日）　　i

　　　　　　　　　　ヨ沿線17市町村による第三セク　i

　　　　　　　　　　ミター「北越急行株式会社」設立　i
　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　ロ1985年（昭和60年3月）　　　　1
　　　　　　　　　　ミ鉄道建設公団による工事再開　i

　　　　　　　　　　ミ1988年（昭和63年7月）　　　　1
　　　　　　　　　　ヨ大潟鉄道建設所開所　　　　　1
　　　　　　　　　　ヨ1989年（平成元年1月）　　　　i

　　　　　　　　　　ミ北越北線を高規格化し、高速　i

　　　　　　　　　　ミ列車を運行させることを決定。　i
　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　ビ同年11月、信濃川橋梁連結式　　i
　　　　　　　　　　ミ1990年（平成2年1月）　　　　1
　　　　　　　　　　ミ信濃川橋梁竣工。11月、松代　i

　　　　　　　　　　ミ鉄道建設所十日町出張所が開所　1

　　　　　　　　　　し1992年（平成4年10月29日）　　i

　　　　　　　　　　§鍋立山トンネル先進導抗貫通　1

　　　　　　　　　　こ（松代にて、町民祝賀会開催）　i

　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　ロ1995年（平成7年3月7日）　　i
　　　　　　　　　　ヨ鍋立山トンネル掘削完了。昭i

　　　　　　　　　　ミ和48年12月の工事着手以来、実　i

　　　　　　　　　　ミに21年間の歳月を要する。　　　1

　　　　　　　　　　ミ1996年（平成8年4月15日）　　i
　　　　　　　　　　ミレール締結式（まつだい駅）　i

　　　　　　　　　　ミ1996年（平成8年7月1日）　　1
　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　し普通電車受渡・入線式　　　　1
　　　　　　　　　　ヨ1996年（平成8年9月19日）　　i
　　　　　　　　　　ミほくほく線試験走行開始　　　1
　　　　　　　　　　ミ1996年（平成8年12月6日）　　1

　　　　　　　　　　ロ開業日・運行ダイヤ決定　　　i

　　　　　　　　　　ミ1997年（平成9年2月7日）　　i

　　　　　　　　　　ロほくほく線運賃・料金の認可　1
　　　　　　　　　　ミ1997年（平成9年3月22日）　　1
　　　　　　　　　　き66年の悲願達成、開業に至る　1

さまざまな夢と想いを乗せて

と
松
代
区
の
鈴
木
副
区
長
の
放
送
。

無
火
災
を
誇
る
松
代
町
な
ら
で
は
の

配
慮
と
感
心
し
ま
し
た
。

　
国
道
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
た
喜
び

の
人
の
波
は
、
町
道
松
代
中
央
線
か

ら
駅
前
線
へ
と
進
み
ま
す
。
冬
の
陣

で
総
合
優
勝
し
た
室
野
区
の
み
こ
し

や
松
代
の
三
社
中
の
み
こ
し
も
参
加

し
て
、
事
故
も
な
く
駅
前
に
参
集
。

　
駐
車
場
が
狭
い
と
感
じ
る
ほ
ど
の

人
い
き
れ
の
中
、
町
長
が
あ
い
さ
つ
。

　
　
　
　
洗
．
欄
業

　
開
業
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
小
雨

模
様
の
中
で
の
幕
開
け
で
し
た
が
、

六
日
町
発
五
時
四
十
分
の
一
番
列
車

は
、
」
番
ホ
ー
ム
（
会
館
側
）
に
午

前
六
時
四
分
到
着
。
そ
し
て
祝
砲
。

前
夜
祭
の
興
奮
が
そ
の
ま
ま
続
き
、

思
わ
ず
み
ん
な
で
「
バ
ン
ザ
イ
！
」

と
叫
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　
六
時
三
十
分
に
は
、
ま
つ
だ
い
駅

に
上
下
二
本
の
列
車
が
同
時
到
着
。

一
番
ホ
ー
ム
は
快
速
列
車
で
越
後
湯

沢
行
き
、
二
番
線
（
渋
海
川
側
）
は

六
日
町
発
で
ま
つ
だ
い
駅
止
ま
り
。

そ
し
て
、
こ
の
列
車
が
折
り
返
し
て

七
時
始
発
と
な
り
ま
す
。

　
出
発
式
は
、
六
時
五
十
分
か
ら
二

番
ホ
ー
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町
長
、

議
長
、
し
ぶ
み
農
協
組
合
長
、
高
澤

商
工
会
長
の
皆
さ
ん
で
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
。
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
中
を
松
代

子
供
会
の
皆
さ
ん
に
く
す
玉
を
割
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
五
本
の
列
車
が
松
代
駅
に

停
り
ま
し
た
が
、
ど
の
列
車
も
笑
顔

の
乗
客
で
満
員
と
な
り
、
人
気
の
高

さ
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　
午
前
十
時
、
昨
夜
と
同
じ
コ
ー
ス

で
「
開
業
祝
賀
パ
レ
ー
ド
」
。
陸
上

　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
つ
づ
く
）

そ
の
後
、
来
賓
の
鉄
道
公
団
松
代
建

設
所
長
や
北
越
急
行
㈱
西
脇
工
務
区

長
を
始
め
、
建
設
運
動
の
先
人
の
ご

子
息
、
市
川
明
治
、
柳
久
義
の
両
氏

な
ど
計
八
名
の
方
が
鏡
割
を
し
参
加

者
に
お
酒
が
振
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。

　
仕
掛
花
火
な
ど
花
火
の
大
乱
舞
が

約
二
十
分
く
ら
い
続
き
、
会
場
の
雰

囲
気
は
最
高
潮
。
し
か
し
、
明
朝
の

開
業
を
控
え
て
い
る
の
で
八
時
半
に

は
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

▼鏡割り後のふるまい酒
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（
前
頁
よ
り
）

自
衛
隊
高
田
駐
屯
地
音
楽
隊
が
宮
川

隊
長
を
先
頭
に
力
強
い
演
奏
で
出
発
。

そ
の
後
を
町
議
会
議
員
、
町
民
の
皆

様
が
続
き
、
更
に
そ
の
後
を
松
代
小

学
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
の
演
奏

，
で
松
代
・
孟
地
・
奴
奈
川
小
、
松
代

中
学
校
の
生
徒
が
続
き
ま
し
た
。

　
行
進
参
加
者
は
、
昨
夜
よ
り
更
に

増
え
、
先
頭
が
駅
前
線
に
到
着
し
て

も
最
後
尾
は
原
田
屋
さ
ん
前
と
い
う

こ
と
で
、
交
通
規
制
に
当
た
ら
れ
た

方
も
ご
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
奏
に
合
わ
せ
て
打
ち
振
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
ち
き
つ
ち
ん

小
旗
は
、
昨
夜
の
提
灯
と
ま
た
趣
が

違
っ
て
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
、

　
パ
レ
ー
ド
も
、
提
灯
行
列
も
雨
に

遭
わ
ず
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
大
成
功
で
し
た
が
、
十
一
時
か

ら
行
わ
れ
た
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
に
よ

る
演
奏
会
が
終
わ
っ
た
後
は
雨
足
が

強
く
な
り
、
成
り
行
き
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
。

▲出発式のテープカット

　
お
昼
前
後
は
激
し
さ
を
増
し
た
雨

で
し
た
が
、
十
二
時
四
十
二
分
、
松

代
町
の
交
流
団
体
で
あ
る
東
京
松
代▲知事もサービスに一役

会
、
世
田
谷
区
、
早
稲
田
大
学
、
そ

し
て
八
王
子
市
職
員
組
合
の
皆
様
が

ま
つ
だ
い
駅
に
到
着
し
た
こ
ろ
か
ら

小
雨
と
な
り
、
十
日
町
か
ら
駆
け
つ

け
て
い
た
だ
い
た
平
山
知
事
を
迎
え

る
午
後
一
時
過
ぎ
に
は
傘
も
い
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。

　
一
時
半
か
ら
は
「
開
業
記
念
碑
除

幕
式
」
が
、
県
知
事
や
町
長
始
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
く

八
人
の
来
賓
の
方
々
に
よ
り
厳
粛

に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

「
ほ
く
ほ
く
線
発
祥
の
地
ま
つ
だ
い

駅
」
と
力
強
く
刻
ま
れ
た
こ
の
記
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
　
こ
う

碑
は
、
平
山
知
事
自
ら
ご
揮
毫
い
た

だ
い
た
も
の
で
す
。

　
一
時
四
十
分
か
ら
は
町
民
祝
賀
会

町
長
、
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
北

越
急
行
㈱
の
社
長
で
も
あ
る
平
山
知

　
そ
の
後
、
ふ
る
さ
と
会
館
二
階
の

常
春
ホ
ー
ル
で
は
、
開
業
記
念
式
典

が
九
十
七
人
も
の
方
の
ご
臨
席
を
賜

り
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
谷
町
長
が
あ
い
さ
つ
、
そ
の
後

樋
口
助
役
に
よ
る
ほ
く
ほ
く
線
開
通

に
至
る
ま
で
の
経
過
報
告
が
行
わ
れ

先
覚
者
の
奮
闘
と
と
も
に
、
松
代
町

が
発
祥
の
地
で
あ
る
と
い
う
由
縁
な

ど
が
感
動
的
に
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
賓
の
ご
祝
辞
は
、
平
山
知
事
を

始
め
、
境
界
を
接
す
る
松
之
山
町
の

佐
藤
町
長
と
高
柳
町
の
樋
口
町
長
、

東
京
松
代
会
の
関
谷
最
高
顧
問
、
早

稲
田
大
学
学
生
部
坂
上
副
部
長
の
皆

様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
祝
宴
は
、
石
野
議
長
の
音
頭
で
乾

杯
。
交
流
団
体
の
皆
様
や
町
議
会
議

員
、
全
集
落
の
区
長
さ
ん
、
町
内
の

官
公
庁
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
松
之

山
・
高
柳
の
議
長
、
副
議
長
、
商
工

会
長
さ
ん
も
参
加
し
、
な
ご
や
か
な

懇
談
の
後
、
午
後
四
時
、
小
堺
副
議

長
の
万
歳
で
記
念
式
典
は
無
事
終
了

し
ま
し
た
。

事
に
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
知
事

は
こ
れ
を
受
け
、
　
「
便
利
に
な
っ
て

地
域
の
心
は
ほ
く
ほ
く
、
温
泉
で
体

を
温
め
て
ほ
く
ほ
く
、
芝
峠
温
泉
も

会
社
も
儲
か
っ
て
ほ
く
ほ
く
す
る
よ

う
な
鉄
道
に
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の

今
後
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
。
」
と

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
早
く
も
利
用
促

進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　
「
便
利
に
な
っ
て
い
ま
だ
に
信
じ

ら
れ
ま
せ
ん
。
日
帰
り
で
感
動
的
な

式
典
に
参
加
で
き
る
幸
せ
を
か
み
し

め
て
い
ま
す
。
」
と
い
う
東
京
松
代

会
市
川
会
長
の
ご
祝
辞
の
後
、
ス
テ

ー
ジ
上
で
は
鏡
割
。
し
ぶ
み
農
協
の

斉
木
組
合
長
の
音
頭
で
喜
び
の
乾
杯

を
し
ま
し
た
。

▼よろこびの

　開業パレード

▲開業パレードの

　先頭は自衛隊の

　皆様の力強い演奏で。

〈
「
ほ
く
ほ
く
線
発
祥
の
地
」

碑念記のつ二

駅前に

向い合つて

　　建立！

》
「
顕
彰
碑
」

▲駅の入口にあります▲駐車場と町道の間にあります
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人
気
長
寿
歌
番
組

㎜
「
の
ど
自
慢
」

生放送！
9　　

♂

α

は

日
日

讐
∪

予
選
会
は
前
日
2
4
日
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
も
つ

ト
手
・
加
門
　
　
亮
さ
ん

ス
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
つ
　
　
　
こ

ゲ
　
・
中
村
美
律
子
さ
ん

砲

※
予
選
会
や
出
場
資
格
、
当
日
の
詳

　
し
い
時
間
な
ど
は
後
日
決
定
次
第

　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

8

※
な
お
、
女
性
ゲ
ス
ト
の
中
村
美
律

　
子
さ
ん
は
、
N
H
K
総
合
テ
レ
ビ

　
で
現
在
放
映
中
の
ド
ラ
マ
新
銀
河

　
『
雲
の
上
の
青
い
空
』
の
モ
デ
ル

　
で
、
自
ら
も
番
組
に
出
演
し
、
全

　
国
か
ら
注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。

　
　
ほ
く
ほ
く
線
の
地
域
沿
線
で
取

　
り
組
む
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
皆
様

　
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

館
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

民
サ
ー
ク
ル
事
業
の

公
　
　
　
お
知
ら
せ

新
潟
県
で
は
、
学
校
週
休
二
日
制

・
導
入
に
向
け
て
地
域
の
受
け
皿
づ
く

り
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

学
校
以
外
で
の
地
域
で
の
活
動
を
援

助
す
る
た
め
、
町
で
は
県
が
す
す
め

　
て
い
る
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
サ
ー
ク
ル

事
業
の
導
入
を
九
年
度
に
行
い
ま
す
。

　
主
な
サ
ー
ク
ル
は
次
の
と
お
り
。

①
自
然
探
検
ク
ラ
ブ
（
年
間
を
通
し

　
た
星
座
・
花
と
野
鳥
・
ホ
タ
ル
や

　
水
中
生
物
の
観
察
を
行
う
）

【
開
講
日
】
四
月
二
十
六
日
（
土
）

　
午
前
9
時
よ
り
総
合
セ
ン
タ
ー
で

　
《
山
菜
と
春
の
花
に
つ
い
て
》

②
松
代
冒
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
（
世
田

　
谷
福
祉
祭
・
新
年
子
ど
も
祭
、
ス

　
キ
ー
交
流
を
通
じ
た
世
田
谷
旨
リ

　
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ
と
の
交
流
を
中
心

　
に
野
外
活
動
を
行
う
）

【
開
講
日
】
五
月
十
日
（
土
）

　
午
前
9
時
よ
り
総
合
セ
ン
タ
ー
で

　
《
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て
》

③
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
を
中
心

　
と
し
た
サ
ー
ク
ル
活
動

④
松
代
町
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹

　
介
す
る
ク
ラ
ブ
（
七
月
）
も
予
定
。

　
い
ず
れ
も
、
幼
児
か
ら
小
中
高
校

生
・
一
般
ま
で
広
く
募
集
し
て
い
ま

す
。
日
程
は
開
講
日
に
発
表
。

　
な
お
、
重
複
参
加
希
望
は
可
能
。

　
三
月
二
十
八
日
、
清
水
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
行
っ
た
観
察
会
で
は
、

百
名
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
盛
況
で
し

た
。
人
数
の
多
さ
に
驚
き
早
く
帰
っ

た
人
は
、
残
念
な
が
ら
彗
星
の
尾
ま

で
は
っ
き
り
見
え
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
午
後
七
時
過
ぎ
か
ら
は
、
ご
覧

の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
し
、
小
三
年
生
ま
で
の
児
童
や

就
学
未
満
児
は
、
父
兄
同
伴
で
参
加

願
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
随
時
受
付

て
い
ま
す
が
、
四
月
末
日
ま
で
は
、

園
児
・
児
童
生
徒
は
園
・
学
校
担
任

ま
で
。
ま
た
、
一
般
者
の
申
し
込
み

や
五
月
以
降
の
申
し
込
み
は
、
総
合

セ
ン
タ
ー
内
社
会
教
育
係
に
直
接
お

願
い
し
ま
す
。
　
智
七
－
二
三
〇
一

流

卑
交

松
戸

●
　
1

谷
ア

堅世
ジ

　
清
水
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

中
・
高
生
を
中
心
に
三
月
二
十
六
～

二
十
九
日
、
四
十
名
の
方
が
三
泊
四

日
を
一
緒
に
過
ご
し
ま
し
た
。

　
ス
キ
ー
交
流
、
ま
た
、
福
島
集
落

（
西
潟
弘
区
長
）
で
は
、
牧
田
チ
イ

さ
ん
（
峠
）
や
高
橋
八
十
八
さ
ん
他

福
島
の
皆
さ
ん
を
囲
ん
で
の
方
言
、

民
話
の
聞
き
取
つ
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
芝
峠
特
産
加

工
組
合
（
代
表
若
井
タ
カ
）
指
導
に

よ
る
「
芝
峠
あ
ん
ぼ
づ
く
り
」
に
も

挑
戦
し
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
㈱
松
代
そ
ば
善
屋
の

工
場
見
学
等
盛
り
だ
く
さ
ん
の
松
代

を
学
ん
で
帰
り
ま
し
た
。
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　　　　いのち人と自然の生命が輝く町づくり！

万円

平成9年度
町の予算は

　
三
月
五
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
定
例

町
議
会
で
、
平
成
九
年
度
予
算
が
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
八
年
度
か
ら

の
継
続
事
業
で
あ
る
総
合
交
流
促
進

施
設
（
芝
峠
温
泉
宿
泊
棟
）
の
整
備

を
始
め
、
克
雪
住
宅
普
及
の
た
め
の

補
助
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
場
の
整
備
な

ど
雪
に
強
く
、
雪
と
楽
し
め
る
町
づ

く
り
を
目
指
す
ほ
か
、
ウ
イ
ー
ク
エ

ン
ド
サ
ー
ク
ル
事
業
や
小
規
模
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
、
若

者
の
定
住
環
境
づ
く
り
と
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
在
宅
福
祉
に
重
点
を

置
い
て
い
ま
す
。
予
算
総
額
は
、
五

一　麟　議　講 37億4000万円

、懸

・獺糞

．欝

国民健康保険 3億6835万円

国民健康保険診療施設 2007万円

簡易水道事業 3億5179万円

老　　人　　保　　険 5億6604万円

公共下水道事業 1億9281万円

蓬華　　　　毒灘鱒 52億3906万円

十
二
億
三
千
九
百
六
万
余
円
。
昨
年

度
に
比
べ
、
一
億
三
千
百
三
十
一
万

円
、
率
に
し
て
、
二
・
四
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
の
予
算
は
、
　
「
一
般
会
計
」
と

「
特
別
会
計
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

大
部
分
の
事
業
は
一
般
会
計
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
事

業
な
ど
五
つ
の
会
計
は
、
そ
の
性
格

上
、
一
般
会
計
と
切
り
離
し
特
別
会

計
と
し
て
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
予
算
が
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
、
そ

の
概
要
を
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に
見
て

み
ま
し
よ
う
。

　
一
般
会
計
は
、
昨
年
度
と
比
べ
て

二
億
三
千
五
百
万
円
（
五
・
九
％
）

減
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
、
国
庫

支
出
金
、
県
支
出
金
、
町
債
な
ど
の

依
存
財
源
が
二
十
九
億
七
千
二
百
七

十
三
万
円
で
、
昨
年
度
よ
り
一
億
四

千
百
六
十
九
万
円
の
減
で
す
が
、
全

体
に
占
め
る
割
合
は
増
え
て
一
・
一

％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

地
方
消
費
税
交
付
金
が
増
え
た
も
の

の
移
動
通
信
用
鉄
塔
施
設
整
備
事
業

や
団
体
営
、
県
単
独
事
業
の
完
了
に

よ
る
も
の
で
す
．

過去10年間の予算の推移と性質別割合

40

30

20

10

平
成
9
年
度

平
成
8
年
度

平
成
7
年
度

平
成
6
年
度

平
成
5
年
度

平
成
4
年
度

平
成
3
年
度

平
成
2
年
度

平
成
元
年
度

昭
和
6
3
年
度

0
（
億
円
）

　
一
方
、
町
民
の
皆
様
か
ら
納
め
て

い
た
だ
く
町
民
税
や
基
金
か
ら
の
繰

入
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
、
七
億
六

千
七
百
二
十
七
万
円
、
昨
年
度
よ
り

一
・
一
％
、
九
千
三
百
三
十
一
万
円

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
で
は
、
下
町
公
営
住
宅
建
設

が
完
了
し
た
土
木
費
が
二
億
四
千
六

百
万
円
の
減
。
総
務
費
も
移
動
通
信

施
設
整
備
や
駅
周
辺
施
設
整
備
が
完

了
し
、
二
億
一
千
三
十
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。
逆
に
、
教
育
費
は
中

学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
導
入
事
業

や
、
克
雪
型
の
教
員
住
宅
建
設
等
で

約
一
億
六
千
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
芝
峠
温
泉
の
宿
泊
棟

の
増
設
（
総
合
交
流
促
進
施
設
整
備

事
業
）
で
農
林
業
費
は
、
団
体
営
事

業
等
が
完
了
し
た
と
は
い
え
、
三
千

万
円
余
り
の
増
。
そ
し
て
、
民
生
費

は
六
千
百
六
十
五
万
円
の
増
。
松
代

に
統
合
し
た
蒲
生
保
育
園
を
改
造
し

て
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
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況
一

の
・

歳　
　
ロ

　
　
ロ

　
　
じ

　
　
ロ

　
　
ロ
　
ド

　
　
℃
、

　
　
、

　
　
，

　
　
ロ

　
　
’
・

　
　
．

　
　
．

　
　
．

歳
一

計
　

・議会費

　　6，822万円（1．8％）

・労働費

そ
の
他

謬鮎
灘

　　　1，456万円（0．4％）

・予備費671万円（0．2％）

・災害復旧費

　　　470万円（0．1％）

公
債
費
5
億
8
、878万円

（15，7％）

土
木
費
5
億
6
，186万円

（15，0％）

総務費

4億

7，205万円

（12。6％）

教育費

4億

6，505万円

（12，4％）

農林・
民生費

4億

3，067万円

（II。5％）

衛生費
2億

9，082万円

（7，8％）

業費
4億

8，旧万円

（12．9％〉

縫嚢・
商工費
2億

3，007万円 消防費 ※その他

………麟．戯 　ン1繊　騰， ≦：筆＝辮羅纈　薙i＝i きi＝獄蹴澱照i…i灘菱＝…＝…………………………購叢………i＝…ミii繊＝構　　’ ；＝＝；譲騰携…＝
帯瞬羅　柵事　購瓢 騰．麟鷺，灘…難繍繍．．嚢 欄灘…難……羅

騨翼 ・蝋摘　　露良＝

地方交付税
20億7，300万円
（55．4％）

町債

3億

6、870万円

（9，9％〉

その他① 町税
2億

4964万円
／6，7％）

繰入金
2億

2126万円
15，9％）

その他

②
8．0％

県支出金

2億

6，058万円

（6．9％）

国庫支出金

継，3％）

　　　　　I
　　　　　I
　　　　　I
　　　　　I
　　　　　I
　　　　　I
　　　　　曝
　　　　　陰
　　　　　陞
　　　　　置
　　　　　瞳
　　　　　匿

鷹

　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他②
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　1　　　　　・諸収入
．謝r暫…嚢互窺　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　Iイ音9　1只RTr「口

8，299万円

（4．9％）

その他①

　　　口
　　　I
　　　I
　　　置
　　　I
　　　I
　　　口
　　　l
　　　l
　　　I
∩？以、1

・諸収入

　　1億2，186万円（3．3％）

・使用料、手数料

　　5，977万円（1．6％）

・その他

　　1億1，474万円（3．1％）

・地方譲与税

　　4，346万円（1．2％）

・自動車取得税交付金

　　2，500万円（0．6％）

・その他1，900万円（0．5％）

　　一　一　騨一一自主財源20．5％　　ロ　ー　一一一

　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　繭　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　囎　　　ロ　　　ー　　一　一　一一一依存財源79．5％　　　　　一　　　　一　　　　一　　　顧　　　一　　一　一　一一一

　
特
別
会
計
は
、
昨
年
度
よ
り
そ
れ

ぞ
れ
増
額
し
、
五
会
計
を
合
わ
せ
る

と
一
億
三
百
六
十
九
万
円
の
増
と
な

り
ま
す
。
中
で
も
老
人
保
険
会
計
が

五
千
八
百
八
十
七
万
円
の
増
。

麗、1．20・7％＼

瞬繋響鎚
　　　　i蕪鍵礫
一殻会計

総額3騰
4，0嚇賭咄，、公債費

　　　　　　　　　　16．0％

　
昨
年
度
よ
り
公
共
下
水
道
会
計
で

行
っ
て
い
る
特
定
環
境
保
全
公
共
下

水
道
整
備
事
業
は
、
千
六
十
万
円
の

増
。
平
成
十
三
年
度
に
一
部
供
用
を

開
始
し
十
五
年
度
完
了
の
予
定
で
す
。

　
平
成
九
年
度
予
算
の
概
要
を
ご
く

簡
単
に
見
て
み
ま
し
た
が
、
そ
の
他

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
頁
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

人件費

　　　謙悉
　　　　の　　　P蔀s
繰出金麟
＼6・2％麟

謡諜
　　』　『　　』

撃綴簿

費
％

助
3

　
　
8

補

　
％

費
5

件
3

物
1

※その他の内訳

　・出資金及び貸付金

　　　　　　　1．4％

　・積立金　　　0．3％

　・予備金　　　0．2％

　
－
％
翼
．

嚢
・
，
灘

灘
．
鐵
『
懸

普通建設事業費

　　　　25．4％

費
％

日
」

復
0

害災

依
存
財
源

　
国
や
県
に
た
よ
る
お
金

町
債

　
町
が
事
業
等
を
行
う
た
め
国
等
か

　
ら
借
り
る
お
金

自
主
財
源

　
町
独
自
で
得
る
お
金

7



松代町役場は

このメンバーで

こんな仕事をします。

〉
町
長
関
谷
達
治

〈
助
役

樋
ロ
芳
男

　
泰
夫
夫
蔵
弘
子
美
子
徹

　
　
　
　
　
　
　
　
津

　
宣
達
徹
孝
一
恵
広
美

課　
橋
藤
藤
野
藤
野
　
島
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
野

務　
高
佐
佐
茂
佐
牧
柳
小
室

　
　
㊧
◎
　
　
　
　
⑳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
）
）
）
）
）
）
）
所

離
ぐ
収
入
役
室

関
谷
政
和

高
橋
嵩
一

嘱託員行政事務委託　　773万円

地方バス運営費補助1，312万円

交通安全対策費　　　299万円

十日町地域消防負担金

　　　　　　　　　11，941万円

防犯対策費　　　　　　537万円

町育英奨学金貸付　　　288万円

広報等印刷費　　　　531万円

町営バス運営費　　　533万円

町長選挙費　　　　　　586万円

今
年
か
ら
消
防
団
事
務
が
十
日
町
広
域

事
務
組
合
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
松

代
分
遣
所
に
職
員
一
名
が
出
向
し
ま
す
。

ま
た
、
工
事
が
本
格
化
す
る
下
水
道
事
業

も
、
土
木
松
代
分
所
へ
一
名
が
派
遣
さ
れ

ま
す
。全

職
員
の
所
属
と
、
今
年
の
主
な
事
業

と
予
算
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
※
㊧
印
は
参
事
　
⑭
印
は
副
参
事

　
　
◎
印
は
係
長

　
雄
郎
夫
久
行
勝
子
広
聡
　
夫

　
善
一
丈
　
秀
　
慶
政
　
　
則

課
、
［

曝
月
口
藤
橋
方
木
川
創
藤

・
画
企
財
税
　
　
＋
．

　
企
（
（
・
（
（
（
（
（
（
（

840万円

732万円

140万円

賦課徴収費

企画振興費

企画統計調査費

8

郎
二
樹
雄
え
江
ノ
美
子
穂
子
子
美
子
子
子
子
志
良
和
美
代
子
子
忍

　
　
　
　
じ
美
ヨ
友
　
　
　
ね
　
　
和
　
　
　
　
　
　
美

八
徳
幸
敏
ふ
喜
キ
真
恭
美
好
み
朋
町
美
月
裕
靖
一
正
里
和
由
淳

一
賀
持
田
持
　
岸
藤
本
堺
月
藤
　
井
口
橋
堺
　
口
藤
木
谷
井
井
口
堺

山
米
牧
米
柳
山
佐
山
小
若
佐
柳
若
石
高
小
柳
樋
齋
鈴
関
数
酒
樋
小

　
㊧
　
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

長
祉
　
所
母
　
　
　
　
　
　
母
　
母
　
民
　
　
生
　
　
婦
　
　
士

課
〃
育
解
〃
〃
〃
〃
鼎
磁
論
〃
〃
聯
〃
健
〃
〃
養

箒
（
曝
（
（
（
（
（
（
修
伏
（
曾
（
個
（
（
鯵
（
傑

デイサービスセンター

　智7－3700　　FAX7－3985

勝松永センター長

ホームヘルパー委託料　1，595万円

老人クラブ活動費補助　　310万円

老人保護措置事業　　　7，751万円

住宅改造費補助事業　　　200万円

デイサービスセンター管理費4，216万円

小規模デイサービスセンター建設事業

　　　　　　　　　　　4，080万円

寝たきり老人家庭援助　　276万円

重度心障者医療費補助　　590万円

身体障害者措置事業　　1，800万円

児童手当　　　　　　　　481万円

保育所運営費　　　　　8，661万円

国民年金事務費　　　　1，504万円

戸籍事務費　　　　　　1，519万円

住民健診委託料　　　　2，826万円

危険物ごみ収集委託　　1，221万円

町営火葬場管理運営費　　252万円

簡水特別会計繰出金　　12，278万円

国保特別会計繰出金　　1，708万円

老人特別会計繰出金　　2，899万円



郎
夫
男
一
一

F
市
　
　
　
士

英
哲
定
幸
斗

隆
夫
彦
人
世
男

　
芳
利
清
英
松

農林課長　関谷
（農林建設）㊧相　沢

（ 〃　）㊥小堺

（〃）　相沢
（〃）　南雲
（〃）　柳
（農政）◎武田
（〃）　柳
（〃）　池田
（東頸組合）　市　川

（職業）石口
農業委員会

　
　
一
一
司
郎
浩
俊
広
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太

　
．
健
信
健
祥
高
秀
孝
益

畷
藤
川
橋
岡
井
山

　
　
柳
佐
市
高
柳
室
若
秋

　
　
　
㊥
　
　
　
⑭

米持恒敏事務局長

水道室

ふるさと定住促進対策500万円

出稼労働者援護事業　　191万円

農業委員会経費　　　339万円

集落センター等修繕　　300万円

新生産調整推進対策　　163万円

県単農林業振興費　4，250万円

中山間地域活性化推進400万円

総合交流促進施設整備事業（芝

峠宿泊棟継続建設）9，765万円

農免農道・中山間広域型事業等

負担金　　　　　　　8，881万円

低コスト対応土地条件整備事業

　　　　　　　　　　850万円

県単土地改良事業　5，700万円

森林総合整備事業　　927万円

林道整備国庫補助　　3，150万円

建設課長
（土木建設）

（　〃　）

（　〃　）

（　〃　）

（業　　務）

（　〃　）

（機　　械）

茂
一
芳
栄
治
　
正

　
正
昌
美
栄
卵

岡
井
木
羽
谷
蟹

室
鰭
鈴
礪
関
灘
佐

　
）
）
）
）
事

長
道
道
木

室
〃
水
疏

㌍
（
σ
（
俵

町道整備事業（維持・改良・

　国庫補助含む）　11，942万円

国県道工事費負担金5，000万円

克雪対策事業　　　17，548万円

住宅管理費　　　　2，718万円

克雪住宅資金貸付　　3，310万円

克雪住宅普及促進事業補助金

　　　　　　　　　2，464万円

住宅用地整備費　　　870万円

公共下水道繰出金　　6，241万円

下水道建設事業　　18，200万円

合併処理浄化槽補助金593万円

簡易水道維持管理費4，364万円

城川ダム管理費　　　　672万円

第5次簡易水道拡張事業

　　　　　　　　　17，020万円

FAX7－2300智7－3000事務所：ふるさと会館3階

地域活性化支援事業1，420万円

ほくほく線利用推進　　733万円

テレビ難視聴解消対策777万円

駅周辺施設整備　　　　602万円

ふるさと会館管理費2，146万円

ふるさと会館利用推進278万円

スノーボード場整備事業11，370万円

スキー場管理運営委託3，726万円

商工振興費　　　　3，137万円

観光施設維持管理　　1，220万円

観光施設整備事業　　431万円

夫
彦
子
彰
孝
雄
春

利
清
保
　
正
博
幸

場
木
野
口
岸
口
木

馬
鈴
大
樋
山
石
鈴

　
◎
　
　
　
㊥

振興課長

（地域振興）

（　〃　　）

（　〃　）

（　〃　）

（商工観光）

（　〃　　）

芝峠温泉レストビレッジ峰

　盈7－3939　　FAX7－3926

木幸紀代鈴㊧支配人

和
美
子
　
円

　
　
　
　
万

振
政
和
栄
　
0
6

　
　
　
　
1

谷
藤
辺

…
関
佐
田

収入役
（出　納）

（会　計）

会計管理費

一
江

諄
満

沢
原

、
宮
福

事務局長

（書　　記）

6，822万円議会運営費

事務所：総合センター

　盈7－2301　FAX7－3905

一
茂
工
子
作
儀
苗
子

　
　
ル
．

嵩
　

ハ
和
幸
盛
早
洋

橋
賀
　
日
口
山
　
羽

高
山
柳
春
樋
村
柳
萬

　
　
◎

　
　
　
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

平
裕
男
司

浩
　
明
武

潟
　
沢
山

西
柳
松
小

　
◎

公民館長

（社会教育）

（　〃　　）

（〃指導員）

FAX7－3134

総合体育館

盈7－3752

勉
明義

木
田

齊
牧

㊥（社会体育）

（　〃　）

　8，631万円

　4，682万円

。ロジェクト

　　298万円

　　804万円

　　804万円

…管理費

　　720万円

　　888万円

11，960万円

　
　
フ
　
　
　
持

　
　
ル
　
　
　
維

　
　
一
）
　
費
等

　
　
　
中

費
費
ク
●
　
業
一

理
理
ス
・
費
事
タ

管
管
き
ω
興
育
ン

校
校
い
費
振
教
セ

学
学
き
進
育
会
合

小
中
い
推
教
社
総

　
費

　
理

費
管
．

業
持

事
維

育
設

体
施

健
育

保
体
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第
1
0
回
越
後
ま
つ
だ
い

久
・
の
陣

参
加
者
は
二
日
間
で

一
一
一
、

○
○
○
人
〃
”

駄織

▲松代幕府出陣式。友好援軍、諸国援軍も

　急ぎ駆けつけてくれました。

界ζ
　一

▲お年寄りに人気の大宝引大会

〈
出
陣
大
舞
踊
会

　
十
時
こ
ろ
に
は
、
雲
の
ス
ク
リ
ー
ン
で

　
日
食
も
見
え
ま
し
た
。

送／合戦
08チーム）

みこし

活き！

★
総
合
優
勝

　
御
利
益
い
っ
ぱ
い
越
後
室
野
の

　
祝
い
獅
子
　
　
　
　
（
室
野
区
）

★
手
作
り
部
門
賞

　
三
九
郎
の
結
婚
式

　
　
　
　
（
田
野
倉
明
日
葉
の
会
）

★
活
き
！
生
ぎ
部
門
賞

　
祝
終
着
駅
は
輝
く
松
代
駅

　
　
　
　
　
　
（
蓬
平
蓬
和
会
）

郎

蝉

灘

韓
、

羅

鞠

、

醗
、
．

鐘

、、、’

●
最
優
秀
賞
　
う
ち
の
か
み
さ
ん
？

　
（
木
和
田
原
・
峠
・
竹
所

　
　
　
　
雪
像
作
り
ク
ル
ー
プ
）

●
優
秀
賞
　
城
下
に
福
を
運
び
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
北
山
子
ど
も
会
）

●
奨
励
賞
　
だ
い
こ
く
様

　
　
　
　
　
　
（
上
町
子
ど
も
会
）

鰐

雪像づくりコンテスト

　　（参加15チーム）
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▲駿河湾から松代へ

歌手の前は寿司屋の職人

さんという丸子淳平さん

　 ▼新潟県出身、岡崎綾乃さん

　　紅葉前線えちご恋酒
麟
．
熱
　 握手ぜめにあいました。

第10回冬の陣
　　　ご寄附一覧

　　　　（順不同・敬称略）

★J　Aしぶみ農業協同組合

　　　　コシヒカリ150kg
★東京松代会　関谷孝幹事長

　　　　　　　10，000円
★東京松代会　　　　100，000円

★群馬甲冑愛好会　100，000円

★岡村自動車　　　　50，000円

★福田・加賀田J　V　50，000円

★㈱武江組　　　　　50，000円

★㈱高橋組　　　　　50，000円

★日本除雪機製作所100，000円

★日本ケーブル　　　50，000円

★東京松代会最高顧問

　　　関谷徳次郎　20，000円

★渋谷チーム　　　　20，000円

★八王寺市職員組合　10，000円

★大和電建㈱

　14型テレビ、21型テレビ

　保温釜2尼、保温釜・1．5尼

　アイロン、山本鍋
★世田谷区長　ワイン24本

　　ネクタイピン、ブローチ

★十日町青年会議所　　酒2升

★十日町雪まつり実行委員会

　　　アクエリアス1，000本

★松代中学校長　　雪中梅1升

★松代総合開発　入浴券500枚

★三六商会　給水工事一式

★東京松代会　奴奈川地区幹事

　　佐藤繁夫　タオル500枚
★松代町建設業協会

　　　除雪・建設重機借上

　その他、陣中見舞として多数の

方からご協力いただきました。大

変ありがとうございました。

皆様による武締式

▲見ていてハラハラ！手筒花火の大乱舞

静岡県三ヶ日町、手筒花火研究会の皆さん

ま
が

烈
軍

ジ
援

閣
の

テ
略

ス
カ輩▼

▼幽玄、しかもあったかな

　　　　　ぽんぽ様の炎

灘欝’

迫力満点！長野県からの援軍真田鉄砲研究会

雪
中

ま
つ
だ
い
大
相
撲

男
力
士

一
位
　
鈴
木
啓
一
（
松
代
小
五
年
）

二
位
　
五
十
嵐
真
吾
（
松
代
小
五
年
）

三
位
　
小
堺
純
一
（
松
代
小
五
年
）

女
力
士

一
位
　
瀬
沼
樹
里
（
松
代
小
六
年
）

二
位
　
関
谷
有
希
（
松
代
小
五
年
）

三
位
　
柳
　
章
子
（
松
代
小
五
年
） ▲勝負ありっ！
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松代城のっとれ！欝

　
　
　
靴
．

　
　
　
菰
、

響
置
量

哲也さん（千年）
新城主は
　　　　地元高橋

1、、萎

緯
懸

豪
轡
購
灘騒

、

▲高橋哲也新城主

▲3月9日正午スタート

雪
中
鉄
人
レ
ー
ス

参
加
者
は

　
　
　
　
四
二
九
人
／

　
「
冬
の
陣
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

『
の
っ
と
れ
！
松
代
城
』
は
、
年
々

人
気
が
高
ま
り
、
今
年
の
参
加
申
し

込
み
ば
五
百
十
人
を
越
え
ま
し
た
。

　
あ
い
に
く
の
小
雨
で
し
た
が
、
参

加
者
は
四
百
二
十
九
人
、
九
日
正
午

大
阪
堺
鉄
砲
隊
と
信
州
真
田
鉄
砲
隊

年）

鰍．灘1（1位）

高橋哲也さん（千

（2位）

桑原和幸さん（津南町）

備1．諮雛播箋　（3位）

佐藤昭則さん（＋日町市）

▲出陣太鼓は奴奈川保存会の皆さん

太田智子さん（＋日町市）

蕊、蕊毒爵』

　▲ほくほく線の線路脇

　　まだまだ半分？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

の
号
砲
を
合
図
に
元
気
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
今
年
の
コ
ー
ス
は
、
ほ
く
ほ
く
線

の
線
路
脇
を
通
り
、
昨
年
完
成
し
た

「
城
盗
り
橋
」
を
渡
り
ま
す
。

　
城
主
の
座
は
、
地
元
千
年
の
高
橋

哲
也
さ
ん
（
2
1
）
が
射
止
め
ま
し
た
。

地
元
か
ら
の
城
主
誕
生
は
、
第
一
回

の
山
賀
健
一
郎
さ
ん
、
第
二
回
の
牧

田
義
明
さ
ん
以
来
の
快
挙
。
ま
た
、

今
年
は
一
位
か
ら
三
位
ま
で
が
い
ず

れ
も
国
体
出
場
の
経
験
の
あ
る
方
と

い
う
こ
と
で
す
。

充さん（横浜市）宮沢

（グアム）

浩一さん他9名
　　　　（北海道）

沢

〈
衣
裳
が
変
っ
た
？

　
　
　
村
山
攻
撃
隊
長

〈
遠
島
の
刑
の
皆
さ
ん

　
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
も
…

翼蓄

遠
島
（
グ
ァ
ム
）
を

　
　
申
し
つ
く
る
も
の

　
　
　
　
袴
田
高
行
（
上
越
市
）

　
　
　
　
若
杉
高
広
（
長
岡
市
）

　
　
　
　
　
種
村
勝
也
（
津
南
町
）

　
　
　
　
　
大
原
　
勇
（
吉
川
町
）

　
　
　
　
　
渡
辺
正
幸
（
新
潟
市
）
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教
職
員
の
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
平
井
修
二
（
上
越
市
富
岡
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
島
田
和
雄
（
頸
城
村
明
治
小
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
田
上
順
一
（
妙
高
村
関
山
小
）

教
諭
　
古
見
　
豊
（
板
倉
町
寺
野
小
）

教
諭
　
宮
腰
淳
子
（
上
越
市
三
郷
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

校
長
　
萬
羽
嗣
彦

　
　
　
　
（
十
日
町
市
飛
渡
第
二
小
）

教教
諭諭

大
島
淑
喜
（
上
越
市
東
本
町
小
）

樋
口
京
子
（
松
之
山
町
松
里
小
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
岡
田
藤
江
（
頸
城
村
明
治
小
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

教
諭
　
栃
澤
理
代
（
白
根
市
白
根
小
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
木
島
悦
郎
（
県
立
荒
川
高
校
）

教
諭
　
浦
壁
　
裕
（
長
岡
大
手
高
校
）

養
護
　
菅
井
美
千
代
（
十
日
町
総
合
）

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
と
罰
則

■
交
通
信
号
機
の
信
号
に
従
う
こ
と

（
第
七
条
）
亭
三
月
以
下
の
懲
役
、

　
ま
た
は
五
万
円
以
下
の
罰
金

■
並
進
走
行
を
し
な
い
こ
と
（
第
一

　
九
条
）
亭
二
万
円
以
下
の
罰
金

■
見
通
し
の
悪
い
交
差
点
で
は
徐
行

　
す
る
こ
と
（
第
四
二
条
）
号
三
月

　
以
下
の
懲
役
、
ま
た
は
二
万
円
以

　
下
の
罰
金

■
一
時
停
止
交
差
点
で
一
時
停
止
す

　
る
こ
と
（
第
四
三
条
）
亭
三
月
以

　
下
の
懲
役
、
ま
た
は
二
万
円
以
下

　
の
罰
金

■
歩
道
通
行
中
は
徐
行
し
、
歩
行
者

　
に
迷
惑
を
か
け
な
い
（
第
六
三
条

　
亭
二
万
円
以
下
の
罰
金

■
夜
間
は
前
照
灯
を
点
灯
す
る
こ
と

　
（
第
五
二
条
）
亭
五
万
円
以
下
の

　
罰
金

■
合
図
、
特
に
右
折
す
る
時
は
一
時

　
停
止
し
、
確
実
に
合
図
す
る
こ
と

　
（
第
五
三
条
）
号
五
万
円
以
下
の

　
罰
金

事
務
長
　
石
野
敏
行

　
　
　
　
　
（
十
日
町
農
地
事
務
所
）

講
師
　
土
田
雅
和

〃
　
小
島
　
文
（
十
日
町
吉
田
中
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

校
長
　
杉
原
雅
昭
（
県
立
新
津
高
校
）

教
諭
　
間
島
誠
子
（
新
採
用
）

養
護
　
関
口
康
子
（
十
日
町
総
合
）

事
務
長
早
川
丈
夫

　
　
　
　
　
　
（
上
越
教
育
事
務
所
）

講
師
　
星
野
恵
利
子
（
十
日
町
高
校
）

実
習
助
手
　
　
樋
口
愛
子
（
新
採
用
）

▼
転
出
さ
れ
た
先
生

校
長
　
山
岸
秀
夫
（
安
塚
町
安
塚
中
）

教
諭
　
松
澤
要
一

　
　
　
　
　
（
堀
之
内
町
堀
之
内
中
）

▼
転
入
さ
れ
た
先
生

校
長
　
近
藤
克
孝
（
上
越
市
城
西
中
）

　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊

■
傘
を
さ
し
な
が
ら
の
運
転
は
し
な

　
い
こ
と
（
第
七
一
条
）
号
五
万
円

　
以
下
の
罰
金

■
自
転
車
の
二
人
乗
り
を
し
な
い
こ

　
と
（
第
五
七
条
）
号
二
万
円
以
下

　
の
罰
金

■
制
動
装
置
（
ブ
レ
ー
キ
）
が
整
備

　
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
第
六
三
条
）

　
亭
五
万
円
以
下
の
罰
金

■
後
部
の
反
射
機
材
を
備
え
て
い
る

　
こ
ど
（
第
六
三
条
）
号
五
万
円
以

　
下
の
罰
金
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「
お
ら
ど
こ
の
魅
力
再
発
見
！
」

と
題
し
た
町
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
三
月
十
六
日
、
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
よ
り
深
く
地
域
の
魅
力
を
見
つ
め

直
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
づ
く
り
に
役

立
て
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
松
代
町

や
松
之
山
町
な
ど
十
日
町
圏
域
の
六

市
町
村
か
ら
約
二
百
人
の
方
が
参
加

し
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
午
前
は
全
体
会
「
い
っ
し
ょ
に
ヒ

ア
リ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
松
代
町
の

村
山
達
三
さ
ん
な
ど
六
人
の
パ
ネ
ラ

ー
が
妻
有
郷
・
松
之
山
郷
へ
の
思
い

を
語
り
合
い
ま
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー
は

村
山
さ
ん
の
ほ
か
、
北
川
フ
ラ
ム
さ

ん
（
東
京
都
在
住
）
山
口
律
子
さ
ん

（
新
津
市
在
住
）
、
島
田
有
介
さ
ん

（
横
浜
市
か
ら
津
南
町
へ
）
、
宮
崎

伸
夫
さ
ん
（
土
浦
市
か
ら
中
里
村
へ
）

と
十
日
町
市
の
太
田
祐
子
さ
ん
で
す
。

　
「
郷
土
の
輝
き
が
原
動
力
。
悲
観

や
批
判
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
な
い
」

　
「
雪
が
あ
り
人
情
が
あ
る
。
よ
そ

者
に
優
し
い
ま
ち
が
気
に
い
っ
た
」

　
「
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
自
分
の

作
っ
た
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
。
こ
ん

な
ぜ
い
た
く
な
こ
と
は
な
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
ほ
く
ほ
く
線
に
つ
い
て
は
、
　
「
物

が
人
を
呼
ぶ
の
で
は
な
く
、
心
が
人

を
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
」
と

結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
七
つ
に
別
れ
て
分
科
会
「
み
ん
な

で
ト
ー
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、
雪
、

農
業
、
食
、
行
政
と
議
会
、
文
化
芸

術
、
姉
妹
都
市
交
流
、
圏
域
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
な
ど
に
つ
い
て
、
広
域
連

携
の
中
で
ど
の
よ
う
に
地
域
お
こ
し

に
活
か
せ
る
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
分
科
会
後
、
報
告
会
「
み
ん
な
で

シ
ン
キ
ン
グ
」
、
参
加
者
同
志
の
交

流
会
「
わ
い
わ
い
パ
ー
テ
ィ
ー
」
が

行
わ
れ
、
ふ
る
さ
と
を
思
う
熱
い
雰

囲
気
の
中
で
丸
一
日
の
日
程
が
終
わ

り
ま
し
た
。

》
全
体
会
の
様
子
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リサイクル運動の
　　　　収，i益金で

車イス2台を

　町に寄贈／

ありがとうございました

　
松
代
町
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
協
議
会

（
代
表
柳
武
）
は
、
皆
様
か
ら
「
ゴ

ミ
減
量
化
」
の
一
環
と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
い
た
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
運
動▲松代区長より目録を渡されました

！

℃

瀞
欝
馨
醸
　
臨
難
議

の
収
益
金
（
平
成
八
年
度
分
）
で
、

車
椅
子
二
台
を
購
入
し
、
町
に
寄
贈

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
例
年
よ
り
雪
が
少
な
く
、

す
で
に
三
月
末
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
を

始
め
て
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
缶
、
古
新

聞
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
着
の

収
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

は
雑
誌
と
一
緒
に
し
、
古
新
聞
は
古

新
聞
だ
け
で
ひ
も
で
結
ん
で
お
出
し

く
だ
さ
い
。

蒲生保育園　
前
日
ま
で
の
寒
の
戻
り
カ
う
そ
の

よ
う
に
朝
か
ら
晴
れ
上
が
っ
た
三
月

二
十
五
日
、
蒲
生
保
育
園
で
は
最
後

の
卒
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
園
児
数
の
減
少
に
よ
り
、
四
月
か

最
後
の
卒
園
式

4
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
　
　
　
　
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

小
規
模

　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
、
ミ

▲なつかしの教室で…

ら
松
代
保
育
園
に
統
合
さ
れ
る
蒲
生

保
育
園
は
、
昭
和
三
十
八
年
九
月
、

蒲
生
松
泉
寺
で
季
節
保
育
所
と
し
て

誕
生
。
そ
の
後
、
昭
和
四
十
三
年
、

現
在
地
に
僻
地
保
育
所
と
し
て
建
設

さ
れ
、
四
十
九
年
に
は
名
称
も
蒲
生

保
育
園
と
変
わ
り
、
四
回
の
増
・
改

築
を
経
て
現
在
に
至
り
ま
し
た
。

　
山
平
地
区
の
子
ど
も
達
が
遊
ん
だ

思
い
出
深
い
保
育
園
も
、
新
年
度
、

『
小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
』

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
地
域

お
年
寄
り
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
今

ま
で
以
上
の
ご
愛
顧
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（財）新潟県環境

　　保全事業団

職員採用試験

　　　受験案内

【職種】事務職

【採用予定人員】若干名

【職務】総務・会計事務

　　　　　　及び営業活動業務
【受験資格】

　昭和43年4月2日から昭和50

年4月1日までに生まれた方で
4年制大学を卒業または、これ

と同程度の学力を有する方

【試験応募受付期間】

平成9年5月6日から5月15日
必着。郵送（書留とすること）

の場合は、当日消印有効。

【第1次試験】筆記試験

5月21日　PM1：30～PM4：30
新潟市新光町6－6総合生協本部

　　　　　　暦025－282－2000

【第2次試験】面接試験

　　6月5日　詳細は別途通知
【採用・勤務時間等】

　平成9年7月1日から採用の
予定、勤務はAM8：30～PM5：15。

　　　　　（完全週休二日制）

【受験申込書の請求】

　郵送希望の方は、封筒表面に

「受験申込書請求」と朱書きし

「返信用封筒（宛名記入130円

切手貼付）」を同封して、下記

住所へ請求してください。

【申込先・問い合わせ】

〒g50新潟市新光町5－1
（財）新潟県環境保全事業団

　　総務課個025－285－6661

　　　　　　　　　り　　　　　　　　ぐ　　　　　　響　　　　　離　　　　鞭　　蝋　翠ジ

無添加の味わいを楽しむ

　
果
物
の
味
覚
を
長
期
間
楽
し
め
る

ジ
ャ
ム
や
マ
ー
マ
レ
ー
ド
は
、
家
庭

で
簡
単
に
手
づ
く
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
こ
で
は
イ
チ
ゴ
，
ジ
ャ
ム

の
作
り
方
を
紹
介
し
ま
す
。

　
イ
チ
ゴ
は
、
よ
く
熟
し
た
新
鮮
な

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。
新
鮮
な
も

の
ほ
ど
、
ジ
ャ
ム
の
「
と
ろ
み
」
に

欠
か
せ
な
い
ペ
ク
チ
ン
を
た
く
さ
ん

含
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

　
ヘ
タ
を
と
っ
た
イ
チ
ゴ
（
五
〇
〇

9
）
を
水
洗
い
し
、
水
気
を
切
っ
て

か
ら
鍋
に
入
れ
て
、
全
体
に
砂
糖
を

ま
ぶ
し
ま
す
。
砂
糖
は
上
白
糖
か
グ

ラ
ニ
ュ
ー
糖
。
イ
チ
ゴ
の
六
～
八
割

の
重
さ
が
目
安
で
す
。
そ
の
ま
ま
一

晩
お
い
て
果
汁
が
し
み
出
し
た
ら
、

レ
モ
ン
汁
を
大
さ
じ
一
～
二
杯
、
水

を
カ
ッ
プ
一
杯
加
え
、
中
火
に
か
け

ま
す
。
煮
立
つ
と
ア
ク
が
出
る
の
で

丁
寧
に
す
く
い
な
が
ら
、
全
体
が
一

度
白
っ
ぽ
く
な
り
、
再
び
つ
や
や
か

な
赤
色
に
戻
る
ま
で
煮
つ
め
ま
す
。

イ
チ
ゴ
は
つ
ぶ
さ
ず
、
そ
の
ま
ま
の

14



車号1
⑳ほくほく線開業

O
　3月22日、ほくほく線の開業に際し、東京松代会より

ご祝儀30万円をいただきました。紙上を借りてお礼申し

上げます。また、祝賀会参加者の皆様から帰りの車中で

よろこびのコメントをいただきました。

コメント紹介（順不同・敬称略）

　
事
業
委
員
長
　
武
田
　
晃
平

　
郷
土
史
に
永
久
に
残
る
記
念
す
べ

き
日
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
手
を
と

り
あ
っ
て
じ
か
に
喜
び
を
分
か
ち
合

う
こ
と
が
で
き
て
感
無
量
で
し
た
。

　
生
涯
忘
れ
得
ぬ
思
い
出
と
な
る
で

し
よ
・
つ
。

　
帰
宅
し
た
ら
、
き
ょ
う
の
初
乗
り

体
験
と
盛
大
な
祝
賀
会
の
模
様
を
仏

壇
に
向
か
っ
て
今
は
亡
き
人
た
ち
に

報
告
し
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い
に
駆

ら
れ
な
が
ら
、
十
八
時
三
分
発
の
列

車
で
松
代
を
後
に
し
ま
し
た
。
大
変

お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▲記念撮影はあいにくの雨となってしまいました。12時42分着

　の東京松代会の皆様です。駅前駐車場の中央で撮らせていた

　だきました。

副
会
長
（
峰
方
）
　
秋
山
　
正
三

　
　
開
通
記
念
に
参
加
し
て

　
開
通
列
車
に
乗
れ
て
夢
の
様
で
す
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
最
高
顧
問
　
関
谷
徳
次
郎

　
永
年
の
夢
、
故
郷
と
東
京
を
結
ぶ

列
車
の
実
現
を
体
験
で
き
て
感
無
量
。

　
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
「
ま
つ
だ
い

駅
」
で
皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
の
喜
び

に
ひ
た
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
は
近
き
に
あ
り
て
通

う
も
の
」
六
十
六
年
に
わ
た
る
悲
願

を
達
成
さ
れ
た
松
代
の
熱
い
お
気
持

ち
に
、
こ
れ
か
ら
も
応
え
た
い
。

副
会
長
（
奴
奈
川
）
　
小
堺
　
満
三

　
湯
沢
を
過
ぎ
た
ら
、
う
れ
し
涙
の

連
続
。
松
代
で
は
幸
い
に
大
き
な
歓

迎
を
受
け
、
満
員
列
車
も
雨
も
人
も

喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
東
京
松
代
会
長
　
市
川
　
昭
二

　
「
山
手
線
の
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
並

み
だ
な
あ
」
そ
ん
な
声
が
も
れ
る
ほ

ど
ギ
ッ
シ
リ
満
員
。
開
通
初
日
の
ほ

く
ほ
く
線
に
乗
っ
て
ま
つ
だ
い
駅
に

到
着
。
そ
れ
に
も
勝
る
大
勢
の
町
民

の
皆
様
の
熱
い
歓
迎
を
受
け
、
大
感

激
で
し
た
．

　
ほ
く
ほ
く
線
開
業
の
日
に
立
ち
会

え
る
な
ん
て
果
報
者
で
す
。
今
後
の

松
代
町
の
発
展
を
心
か
ら
願
っ
て
お

り
ま
す
。

副
会
長
（
松
代
）
　
鈴
木
佐
一
郎

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
秋
風
に
の
っ
て

「
ポ
ー
、
ポ
ー
」
と
微
に
汽
笛
の
音

が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
ま
だ
見
た
こ

と
も
な
い
汽
車
に
た
ま
ら
な
く
憧
憬

と
羨
望
を
覚
え
た
も
の
で
し
た
。

　
今
日
そ
の
夢
が
現
実
と
な
り
、
待

望
の
ほ
く
ほ
く
線
一
番
乗
り
を
果
た

し
感
無
量
で
す
。

　
陸
の
孤
島
よ
さ
よ
う
な
ら
、
わ
が

ふ
る
里
松
代
に
栄
光
あ
れ
。

副
会
長
（
伊
沢
）
　
山
岸
　
弘
政
ー

　
長
い
間
待
ち
か
ね
た
今
日
の
開
通

喜
び
も
ひ
と
し
お
に
想
い
つ
つ
、
松

代
に
着
き
ま
し
た
。
胸
が
痛
む
思
い

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
旅
が
楽
し
く

な
り
ま
す
。

副
会
長
（
山
平
）
　
高
橋
　
長
松

　
　
　
世
紀
の
夢
の
実
現
！

　
ふ
る
さ
と
松
代
町
が
二
十
一
世
紀

に
向
け
、
大
き
く
翔
く
こ
と
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
．

　
松
代
会
幹
事
長
　
関
谷
　
　
孝

　
「
車
内
案
内
」
次
は
松
代
で
す
。

今
日
は
大
変
込
み
合
っ
て
お
り
ま
す
。

一
時
の
辛
抱
し
て
く
だ
さ
い
。

　
松
代
弁
が
う
れ
し
い
。

大
変
あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た
。

方
が
見
た
目
に
美
し
い
ジ
ャ
ム
に
な

り
ま
す
。
と
ろ
み
が
つ
い
た
ら
火
か

ら
下
ろ
し
、
熱
い
う
ち
に
び
ん
に
入

れ
、
冷
め
た
ら
ふ
た
を
し
て
密
閉
保

存
し
ま
す
。

　
甘
さ
を
抑
え
た
い
時
は
砂
糖
を
少

し
減
ら
し
ま
す
が
、
多
少
日
持
ち
が

悪
く
な
り
ま
す
。
長
期
保
存
し
た
い

場
合
は
砂
糖
を
大
目
に
使
う
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
．

　
イ
チ
ゴ
を
煮
る
鍋
は
、
酸
に
強
く

加
熱
効
果
の
高
い
ほ
う
ろ
う
製
や
ス

テ
ン
レ
ス
製
、
耐
熱
ガ
ラ
ス
製
の
も

の
が
適
し
て
い
ま
す
。
鉄
や
ア
ル
ミ

製
の
も
の
は
ジ
ャ
ム
の
色
が
悪
く
な

る
の
で
避
け
ま
し
ょ
う
。
保
存
す
る

容
器
は
、
口
が
広
く
密
閉
性
の
あ
る

ガ
ラ
ス
び
ん
が
最
適
で
す
。

　
ジ
ャ
ム
づ
く
り
の
コ
ツ
は
、
手
早

く
煮
る
こ
と
。
弱
火
で
ト
ロ
ト
ロ
煮

込
ん
で
い
る
と
せ
っ
か
く
の
果
物
の

香
り
や
風
味
が
損
な
わ
れ
る
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
無
添
加
で
素
朴
な
味
わ
い
の
手
づ

く
り
ジ
ャ
ム
。
い
ろ
い
ろ
な
季
節
の

果
物
で
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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2号車

O

越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
に
参
加
し
て

　
三
月
八
日
九
日
、
ま
つ
だ
い
冬
の

陣
十
周
年
に
参
加
す
る
た
め
上
野
の

公
園
口
に
集
合
す
る
。
あ
ま
り
知
人

も
い
な
い
と
思
っ
て
少
々
寂
し
い
気

も
し
た
が
、
集
ま
っ
た
ら
松
代
会
の

方
々
を
は
じ
め
同
村
の
中
村
敏
信
さ

ん
の
グ
ル
ー
プ
の
方
た
ち
の
顔
を
見

て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
バ
ス
に
乗
車
す
る
と
、
冬
の
陣
の

よ
う
に
、
早
速
刑
を
受
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
楽
し
い
旅
に
な
る
な
と
思
い

ま
し
た
。
刑
と
は
、
水
攻
め
の
刑
で

私
の
場
合
は
酒
攻
め
の
刑
、
会
話
も

は
ず
み
楽
し
い
車
中
で
し
た
。
松
代

会
の
役
員
の
か
た
が
た
の
ご
配
慮
に

心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　
お
昼
頃
に
会
場
の
町
民
グ
ラ
ン
ド

に
到
着
、
食
い
倒
れ
横
丁
で
昼
食
。

と
は
い
っ
て
も
車
中
と
同
じ
酒
攻
め

金

井

高

の
刑
で
何
を
食
べ
た
か
記
憶
に
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
後
、
イ
ベ
ン
ト
会
場

で
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
見
物
、
年
々

趣
向
を
凝
ら
し
た
出
し
物
で
松
代
町

の
文
化
の
向
上
を
察
し
ま
し
た
。
会

場
で
は
故
郷
の
皆
様
に
お
会
い
し
、

久
々
に
田
舎
言
葉
で
話
し
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
故
郷
の
人
達
の
心
の
温

　
　
　
し
ん
し
ん

か
さ
が
沁
々
と
心
に
伝
わ
り
感
激
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
の

甘
酒
の
味
は
、
何
回
い
た
だ
い
て
も

美
味
し
く
、
お
土
産
に
で
き
な
い
の

が
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

　
四
時
頃
に
芝
峠
温
泉
に
到
着
、
ひ

と
浴
び
し
て
懇
親
会
や
カ
ラ
オ
ケ
大

会
。
部
屋
に
戻
る
と
、
前
夜
祭
に
行

く
と
い
う
の
で
バ
ス
に
乗
り
込
み
ま

し
た
。
そ
の
節
は
、
若
井
さ
ん
と
名

前
は
存
じ
ま
せ
ん
が
お
二
人
様
に
、

酔
っ
払
い
の
お
世
話
を
い
た
だ
き
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。
何
と
ぞ
、
酒
攻

め
の
故
と
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
小
生

の
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
思

い
出
に
な
り
ま
す
。

　
会
場
で
は
、
一
月
十
五
日
に
行
わ

（
清
水
・
孫
右
エ
門
）

（
江
戸
川
区
在
住
）

れ
て
い
た
審
の
神
の
行
事
が
始
ま
り

ま
し
た
。
火
を
つ
け
る
と
勢
い
よ
く

燃
え
上
が
り
、
そ
の
暖
か
い
炎
は
冷

え
た
体
を
温
め
て
く
れ
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
を
思
い
出
し
て
感
無
量
で
し

た
。
真
っ
白
い
雪
を
照
明
で
照
ら
し

て
山
車
や
神
輿
が
繰
り
出
し
ま
す
。

帰
り
の
バ
ス
の
中
か
ら
は
、
静
岡
の

花
火
が
夜
空
を
鮮
や
か
に
彩
る
の
が

見
え
ま
し
た
。
宿
へ
戻
る
と
、
い
び

き
の
子
守
歌
で
バ
タ
ン
休
で
し
た
。

　
翌
朝
、
七
時
頃
に
一
風
呂
浴
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
と
雪
が
降
り
出
し
ま
し
た
。
何

と
も
言
え
な
い
風
情
で
す
。
八
時
頃

に
朝
食
を
す
ま
し
て
バ
ス
に
は
九
時

に
乗
り
込
み
ま
す
。
の
っ
と
れ
！
松

代
城
の
出
陣
式
の
見
送
り
で
し
た
。

　
名
残
は
尽
き
な
い
け
れ
ど
、
町
の

関
係
者
の
方
々
、
イ
ベ
ン
ト
・
出
店

の
皆
々
様
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し

た
…
と
思
い
を
残
し
て
帰
路
に
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
き
あ
い
あ
い

ま
す
。
帰
り
の
車
中
も
和
気
繭
々
、

大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
何
十

年
ぶ
り
に
懐
か
し
い
方
言
も
聞
き
ま

し
た
。
と
っ
さ
に
は
分
か
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
や
は
り
故
郷
の
方
言
も

頭
の
隅
に
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。

「
の
の
こ
」
”
綿
入
れ
、
　
「
し
ん
の

み
」
”
汁
の
実
な
ど
本
当
に
懐
か
し

い
言
葉
に
接
し
、
な
お
一
層
故
郷
の

▲食い倒れ横丁で甘酒を

　飲みながら談笑する金

　井さんは楽しそうでし

　た。（左から二人目）

人
達
の
心
暖
か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
二
十
二
日
は
、
い
よ
い
よ
「
ほ
く

ほ
く
線
の
開
通
」
で
す
ね
。
故
郷
が

近
く
な
り
ま
す
。
過
日
、
切
符
を
買

い
に
行
っ
た
ら
、
都
区
内
か
ら
ほ
く

ほ
く
線
松
代
駅
と
通
し
の
乗
車
券
を

手
に
し
、
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

地
元
で
は
尚
更
と
思
い
ま
す
。

　
『
思
い
出
は
、
雪
国
の
寒
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
人
の
暖
か
さ
』

　
松
代
町
、
並
び
に
東
京
松
代
会
の

益
々
の
ご
発
展
と
、
町
民
及
び
会
員

皆
々
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
筆
を

置
き
ま
す
。
平
成
九
年
三
月
十
五
日

　　舜噸悪東京

だより

3／8～9　第10回越後松代冬の

　　　　陣

　　　　東京松代会より40名参加

　　　　大いに楽しみ、交流を深

　　　　めた（芝峠温泉宿泊）

3／22　ほくほく線開業祝賀会

　　　　30余名出席、町民ととも

　　　　に感激し開業を祝った。

4／3　松寿大学生140名上京。

　　　　開業間もないほくほく線

　　　　で上京。上野駅にお迎え

　　　　し、上野動物園、同桜山

　　　　をご案内いたしました。

　　　　美濃和学長、鈴木前学長

　　　　柳松代区長も同行。接待

　　　　は東京松代会役員ら26名
《趣味の会》

☆釣り　6／8　東京湾でアジ釣
　　り大会を開催。テングの参加

　　をお待ちしています。

☆ハイキング　5月下旬を予定
《ひろば》

　柳重次氏（伊沢・滝沢）テン刻

で「秀逸」受賞。昨年謙慎展で褒

賞を受賞。本年の出品作「鐵心石

膓」が秀逸の栄に輝いた。
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露封　
し
ぶ
み
句
会

山
鳥
の
飛
び
た
つ
木
立
今
朝
の
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

県
道
を
外
れ
て
そ
こ
よ
り
雪
の
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
　
た
　
た
　
き

く
ぐ
り
戸
の
三
和
土
の
奥
の
炉
火
明

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

早
春
の
富
士
の
遠
嶺
や
茜
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辰
　
風

立
春
や
竜
口
溢
れ
る
手
水
か
な
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　　コ　　　　　　　　

　難灘
　　副D〉

　　ゆう　き
鈴木雄基玩

4　歳

松代・鈴木千架子

　　　　しおり
山本　栞㌦

4　歳

犬伏・とくぜん

　　ゆう　た
斎藤悠太玩

4　歳

松代・旧教員住宅

狂犬
予防注射

あなたの声が

道づくりに

　活かされます

　公的年金（国民年金・厚生年

金・農業者年金など）の現況届

の証明料が無料となりました。

　なお、現況届のハガキには、

切手を貼付し、住所、氏名など

は必ずご自分で記入してから証

明を受けられるようお願いいた

します。

4月1日から

印鑑証明書の

発行が変わります。

　事務処理のスピードアップを

図るため、4月1日から印鑑登

録事務にコンピューターが導入

されます。磁気カードによる検

索で迅速な処理ができ、証明書

もこれまでの手押しの朱印から

電子印に替わり、偽造防止のた

めの専用用紙が使われることに

なりました。

　なお、磁気カードについては

今までの『印鑑登録カード』を

窓口に持参していただいた時点

で発行します。実印は不要。

　なお、新たに印鑑登録する場

合は、必ず本人が「実印」と本

人であることが証明できる書類

（運転免許証など）を持参して

ください。代理人の場合は本人

の「委任状」が必要です。

　建設省の諮問機関である道路

審議会では、平成10年度からの

道路整備の方向性や進め方につ

いて昨年「キックオフ・レポー

ト」を作成しました。そして、

道路利用者である皆さんに意見

を公募したところ、多くの方か

らご協力をいただき大変ありが

とうございました。

　道路審議会基本政策部会では

その貴重なご意見を基に、今後

の道路政策の方向性などについ

て議論してきました。その結果

を「中間とりまとめ」として作

成しましたので、もう一度皆さ

んからご意見をいただきたいと

思います。

　そして、その貴重な意見を反

映した新しい時代にふさわしい

『新たな道路計画』を策定し、

政府にその実行を求めたいと思

います。　「中間とりまとめ」を

入手されたい方は次にお問い合

わせください。

囹高田工事事務所　調査二課

　　　　　　盈0255－23－3136

囹安塚土木事務所　計画調整課

　　　　　　智2－3852
囹松代町役場　　　建設課

　　　　　　智7－2220

【期日】5月9日（金）

【注射会場・時間】

①蒲生集落開発センター前

　　　　　　　10：00～10：15

②芝峠パターゴルフ管理棟前

　　　　　　　10：30～10：40

③④松代町役場前

　10：50～11：50　　13：00～14：00

⑤犬伏作業所

　　　　　　　14：10～14：20

⑥室野克雪管理センター

　　　　　　　14：45～15：15
【注射会場に持参するもの】

　・狂犬病予防注射済票申請書

　　　　　　　　（黄色い紙）

　・印鑑　・料金3，100円

※新しく犬を飼う場合

　・印鑑　・料金6，100円

※当日都合の悪い方は、役場国

　保衛生係に連絡願います。

【日時】9年5月18日（日）

　　　　午後1時30分～5時
【場所】新潟ユニゾンプラザ

〒950新潟市上所2－2－2
　　　　　TEl　　o25－281－5511

【対象】

　吃音者（言葉がどもる方）

　及び吃音問題に関心がある方

【参加定員】　50名

【参加費】　無料

【内容】・講義「吃音に関する

　　基礎知識」講師：横浜市立

　　幸ヶ丘小ことばの教室教諭

　・体験談発表（3名）・吃音

　問題解決へ向けての話し合い

【問い合わせ・参加申込先】

〒959－01　西蒲原郡分水町大字

　地蔵堂町畑989－21　古沢真正

　電話／F　a　x　O256－97－3953

【主催団体連絡先】

　〒170豊島区南大塚1－30－15

　全国言友会連絡協議会事務局

　智03－3942－9436担当：山本

　殆XO3－3942－9538
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難総

成人式は5月3日
　松代町の成人式は、5月3日
（憲法記念日）午前10時受付、

総合センターで開催されます。

　本年度の対象者には、すでに

ご案内いたしましたが案内もれ

の方がありましたら、公民館ま

でご連絡ください。なお、今年

の対象者は、昭和51年4月2日

から52年4月1日生まれまでの

方です。公民館費7－2301

　国保から社保に保険証の変わ

る人は、早めに届け出をお願い
いたします。

◎国保への届出は14日以内に

こんなとき 持参するもの

国
保
に
　
加
　
入

他市区町村から転

入してきたとき

印かん、転出証明

書

他の健康保険を脱

退したとき

印かん、健保の離

脱証明書

生活保護を受けな

くなったとき

印かん、保護廃止

決定通知書

子どもが生まれた

とき

印かん、保険証、

母子健康手帳

他市区町村へ転出

したとき
印かん、保険証

他の健康保険に加

入したとき

印かん、国保と健

保の保険証

国
保
を
脱
退

生活保護を受ける

ことになったとき

印かん、保険証、保

護開始決定通知書

死亡したとき
印かん、保険証、死

亡を証明するもの

㊥修学のため、子

どもが他の市区町

村に下宿するとき

印かん、保険証、

在学証明書そ
　
の
　
他

㊥長期旅行などで

別個の保険証がほ

しいとき

印かん、保険証

19

　新潟県では、平成10年3月に

大学、短大等を卒業し、躍進め

ざましい新潟県への就職に関心

のある学生の皆さんを対象に、

「就職ガイダンス」を開催しま

すので、友人の方もお誘い合わ

せのうえご参加ください。

【日時】平成9年4月24日（木）

　　　　　　13：00～17：00
　　　　平成9年4月25日（金）

　　　　　　10：00～15：00
【会場】東京交通会館9階

　　　　千代田区有楽町2－10－1

　　　　　　智03－3212－2931
【対象者】

　平成10年3月に大学、短大、

専修学校を卒業予定の方で、新

潟県への就職に関心のある方

【内容】採用計画のある新潟県

内のガイドブックの配布、及び

ハローワーク（安定所）職員に

よる個別相談を実施します。

【主催】

　新潟県・公共職業安定所

【間い合わせ先】東京都丸の内

庁舎2階　にいがたUターン
　情報センター暦03－5221－0486

または県内のハローワークまで

雇用保険の

雇用継続給付制度

《育児休業給付》

　育児休業開始日の翌日から、

　10日以内に届出が必要です。

《高年齢雇用継続給付》

①高年齢雇用継続基本給付金

　60歳になった日の翌日から、

　10日以内に届出が必要です。

②高年齢再就職給付金

　60歳以上65歳未満の失業給付

　を受けていた方を、支給残日

　数100日以上の時点で雇用し

　た場合、届出が必要です。

　なお、60歳到達時の賃金と、

離職時の賃金を比較して、いず

れか高い方を基に失業給付を受

給することができますので、60

歳になった場合には賃金の登録

の届出が必ず必要となります。

　お問い合わせはハローワーク

上越　　暦0255－23－6121まで

元気な社会づくりの切符

　　　　　　　　く　　もゑうホ　ラ

1恥、レ監纂
　備く人びと有効

4月1日から「週40時間

労働制」がスタート！

　平成9年4月1日から、特例
措置対象事業場（商業、映画、

演劇業、保健衛生業、接客娯楽

業の事業のうち、従業員が10人

未満の事業場）を除き、法定労

働時間「週40時間」が全面的に

適用となりました。

　各事業場で定める1週の所定

労働時間は法定労働時間を越え

てはなりませんので、確認のう

え対応をお願いします。

　週40時間労働制定着のための

「助成金制度」も創設されます

ので、ご活用ください。

　詳しくは、十日町労働基準監

督署にお尋ねください。

〒948十日町市宇都宮9番地
TEl　o257－52－2079　　「”（　52－3864

　労働保険の

　　年度更新手続きは

　　　　　　　お早めに！

　労働保険の年度更新の手続き

はお済みでしょうか。申告書の

提出と保険料の納付は、今年度

は5月20日（火）が期限です。

　まだお済みでない方は、お早

めに手続きしてください。

　なお、詳しくは十日町労働基

準監督署にお尋ねください。

　労働者を一人でも雇用する事

業主は、労働保険（労災保険・

雇用保険）の加入手続きが必要
です。



＼＿ノ

ほ
く
ほ
く
線
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
業
お
め
で
と
う
ノ

　
「
ほ
く
ほ
く
線
の
ま
つ
だ
い
駅
か

ら
徒
歩
十
分
く
ら
い
、
ま
つ
だ
い
駅

に
着
い
た
ら
電
話
し
て
ネ
、
迎
え
に

醒
難

小堺章司㌦
　恭子張

（松代・つかさ）

行
く
か
ら
．
」

　
こ
ん
な
簡
単
に
他
県
か
ら
の
友
人

等
に
説
明
で
き
る
こ
と
は
、
大
変
嬉

し
く
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
今
ま

で
は
、
説
明
す
る
こ
と
が
面
倒
で
、

「
湯
沢
ま
で
来
て
く
れ
、
迎
え
に
行

く
か
ら
。
東
京
駅
を
出
る
こ
ろ
に
電

話
く
れ
。
」
と
い
っ
た
調
子
で
す
。

　
さ
ら
に
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
酒
を

た
し
な
み
な
が
ら
の
旅
も
で
き
る
し

送
迎
の
心
配
も
い
り
ま
せ
ん
。

　
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
ほ
く
ほ
く

線
の
開
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
開
業
の
前
夜
、
ま
つ
だ
い
駅
へ
行

き
、
ち
ょ
う
ち
ん
行
列
を
見
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
人
が
、
こ
の
町
の
行
事
に
参
加

し
た
こ
と
か
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
？
こ

れ
だ
け
の
思
い
が
、
六
十
年
経
過
す

る
間
、
ず
っ
と
町
の
夢
で
あ
り
続
け

た
実
感
が
伝
わ
る
思
い
で
し
た
。

　
そ
の
夢
を
乗
せ
て
ほ
く
ほ
く
線
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
こ
の

広
報
紙
も
、
ほ
く
ほ
く
線
の
記
事
で

い
っ
ぱ
い
で
し
ょ
う
。
こ
ん
な
時
に

文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の

誇
ら
し
い
こ
と
、
人
選
し
て
く
れ
た

人
達
に
感
謝
し
ま
す
。

　
最
後
に
、
ま
つ
だ
い
駅
に
着
い
た

ほ
く
ほ
く
線
に
次
の
夢
を
乗
せ
て
、

車
掌
さ
ん
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
私

た
ち
の
大
事
な
仕
事
で
す
。

　男　　2，320人　　（一11人）

　女2，354人（一24人）
　計4，674人（一35人）
世帯数1，464世帯（一10世帯）

　出生　3人　　死亡　6人

　転入14人　　転出46人
　　　　（9年3月末日現在）

一人ロの動き一

固團《》團回
（2月26日～3月25日受付）

　　幸せ多い人生を（婚姻）

小堺　和久・江村佐喜子㍉

　　　　　　（蓬平・たなか）

　げんきな良い子に（出生）
　　　かず　や
若井　一哉、・新一・千恵凱

　　　（男の子・蓬平・かじや）
　　　けい　た
柳　　渓太、・政美・秀美凱

　（男の子・千年・にしおけや）
　　わたる田邊　渉、・伸一一・由美江㍉

　　（男の子・松代・むさしや）

　ご冥福を祈ります（死亡）

樋口千代野㍉　　　　　83歳
　　　　　（松代・きんぱち）

関谷　ハナ哉　　　　　　89歳

　　　（松代・しののめや商店）

若月　マサ㍉　　　　　87歳
　　　　（犬伏・じゅうえん）

ずわこつ
）

　たいか　な　　　　　えんじゃくあいが

＊大度成りて燕雀相賀す

大家屋が完成すると、小鳥たち

までが自分たちの安全な巣が作

れると喜び合うものだが、もの

ごとの影響というものが思いも

かけないところにまで及ぶとい

つこと。
　みの　　　いな　だ　　　あたま　　　た

＊実る稲田は頭を垂れる

人間は地位があがったり、権力

をもったりすると高慢になりが

ちだから、実のなった稲穂が下

を向いているように、いつでも

謙虚でなければならないとの教
え。

圖
園
圏
圃

▼
「
や
る
ど
き
ゃ
、
や
り
ま
す
！
き
っ

と
や
り
ま
す
」
そ
ん
な
か
け
声
と
意
気

ご
み
で
始
め
た
こ
の
仕
事
も
四
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
と
り
あ
え
ず
三
年
分
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
み
込
ん
で
発
進
し
た

つ
も
り
で
し
た
が
、
少
し
不
足
し
て
い

た
よ
う
で
し
た
。
読
者
の
皆
様
に
は
、

ご
迷
惑
を
か
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
は
残
り
少
な
い
予
備
タ
ン
ク
に

切
り
替
え
て
、
ま
た
、
イ
チ
か
ら
…
。

▼
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
は
い
い
な
あ
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
少
な
く
な
っ
た
ら
ウ
ル
ト
ラ

の
星
に
帰
れ
て
…
。
私
に
は
帰
る
と
こ

ろ
な
ど
な
く
い
つ
も
崖
っ
ぷ
ち
。
▼
で

も
、
母
な
る
自
然
と
、
皆
さ
ん
の
声
、

心
配
す
る
こ
と
な
ん
て
…
。
▼
そ
う
で

し
た
。
あ
の
開
業
前
夜
祭
の
皆
さ
ん
の

エ
ネ
ル
ギ
i
、
半
端
じ
ゃ
な
い
の
を
思

い
出
し
ま
す
。
ま
だ
、
松
代
の
本
史
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
予
備
タ
ン
ク

も
補
充
し
て
お
か
な
け
れ
ば
…
。
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